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鹿児島県における 2016年 1月寒波の植物への影響

相場慎一郎 1・冨山清升 1・川西基博 2・福元しげ子 3・上村　文 3・遠城道雄 4

築地新光子 5・宮本旬子 1・落合晋作 6・永榮大樹 6・前田芳之 7

1 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–35　鹿児島大学大学院理工学研究科
2 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–20–6　鹿児島大学教育学部

3 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館
4 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–24　鹿児島大学農学部附属農場

5 〒 892–0814　鹿児島市本港新町 3–1　鹿児島市水族館公社
6 〒 891–0133　鹿児島市平川町 5669 番地 1　鹿児島市平川動物公園

7 〒 894–1531　鹿児島県大島郡瀬戸内町手安 108　芳華園

　はじめに

2016 年 1 月 24 日から 25 日にかけて西日本を

寒波が襲い，鹿児島県でも各地で気温が氷点下と

なった．気象庁の観測では，鹿児島市（標高 4 m）

で最低気温 -5.3℃が記録された．鹿児島市の気温

が -5℃を下回ったのは 1977 年（-5.8℃）以来で

あり，-3℃を下回ったのも 1983 年以来である．

奄美大島の名瀬（標高 3 m）の最低気温は 4.4℃で，

これは 1968 年と並ぶ観測史上最低値であり，115

年ぶりに降雪も観測された．この寒波により農作

物に大きな被害が出たことが報じられた．鹿児島

大学農学部附属農場唐湊果樹園の被害については

山本ほか（2017）が報告している．農作物以外の

植物についても，国の特別天然記念物に指定され

ている喜入のメヒルギ群落が被害を受けたが，梅

雨入り前後から回復しつつあることが報じられ

た．被害からの回復もおおよそ把握できるように

なった 2016 年 10 月ごろから，鹿児島県内各地に

おける植物の寒波被害と回復状況について情報を

収集し，ここに記録として残すことにした．

　方法

著者らの身のまわりの維管束植物で，寒波に

よる被害を示したと考えられたものを記録した．

種名，生育場所，被害の程度，再生している場合

はその様態などについて記した．自然分布が九州

南部以南に限られる植物については被害がなかっ

たものについても記録した．

　結果と考察

2016 年 1 月寒波は 1977 年以来 39 年ぶりの厳

しさであり，それ以降に植えられた植物だけでな

く自生の植物も大きな被害を受けた（表 1）．複

数個体が観察された種では，個体により被害の程

度が異なった．個体により環境が異なっていた場

合もあるであろうし，遺伝的に耐寒性が異なって

いた場合もあるだろう．ほとんどの種では，春以

降に新梢・新葉を出したり，地上部を再生したこ

とが確認された（図 1）．北半球温帯では，分布

障壁を超えられないためそれより北に分布しない

場合を除くと，南方に分布する植物の分布は冬の

低温で制限されていると考えられている（酒井，

1977）．常緑性の植物は低温で地上部が枯れると
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図 1. 2016 年 1 月寒波による植物への被害と回復状況の例．A: フトモモ（2016 年 2 月 3 日）; B: フトモモ（2016 年 6 月 8 日），
右下に幹地際から生じた萌芽を示す ; C: フトモモ（2016 年 10 月 12 日）; D: コダチムラサキシキブ（2016 年 1 月 30 日）; E: 
コダチムラサキシキブ（2016 年 6 月 15 日），幹地際からの萌芽 ; F: ロブスタユーカリ（2016 年 6 月 22 日），大枝から新梢 ; 
G: タマシダ（2016 年 2 月 3 日）; H: タマシダ（2016 年 10 月 25 日），根茎から新葉を出し再生 ; I: グアバ（2016 年 10 月 25 日），
幹地際および根からの萌芽．撮影場所 : 鹿児島大学郡元キャンパス（A−I）
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より低温に強い植物に比べて競争上不利になるた

め，自生地の北限は低温限界よりもはるかに南に

あるのかもしれない（ウッドワード，1993）．

自然分布が九州南部以南である種のうち，県

本土で栽培または自生していた植物のうち，アダ

ンは枯死し，メヒルギは場所によって被害の程度

が異なった．これらの種の種子は海流で散布され

るので，同じく海流散布のハマオモト・グンバイ

ヒルガオなどと同様に分布北限は冬期の低温によ

り 決 ま っ て い る と 考 え ら れ る（ 中 西，1994, 

2016）．イジュ・クスノハカエデ・クスノハガシ

ワは被害を受けず，前 2 種については植栽地から

の種子散布による稚樹の定着も見受けられる．酒

井（1977）は奄美以南の琉球列島固有樹種の多く

が，日本本土の沿海暖地に分布する常緑広葉樹と

同等の耐寒性を持つことを示している．これらの

種の分布は低温により制限されているわけではな

く，渡瀬線が分布障壁となり，地理的隔離のため

に日本本土に分布しないと考えられる．
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